
釜石高校ＳＳＨ通信  
今年度は、SSH校指定第Ⅲ期の４年目となります。 

SSH 活動の様々な取り組みについて皆さんにご紹介します。 

みなさんは「STEAM 教育」という言葉を知っていますか？ STEAM とは「Science（科学）、Technology（技

術）、Engineering（工学・ものづくり）、Art（芸術・リベラルアーツ）、Mathematics（数学）の 5 つの単語の頭文

字を組み合わせた言葉で、各教科の学習を実社会での問題発見・解決に活かしていこうとする教育概念のことです。 

釜石高校では、県内の各校に先んじて STEAM の考え方を授業に導入し、単なる受験勉強に終始するのではなく、

変化の激しい時代を生き抜く力の育成に取り組んでいます。この STEAM 教育に加えて、釜石高校がこれまで取り組

んできた、Education（学び合い）、Entrepreneurship（新しい価値を生み出す精神）、Local（地域資源を活かした

探究活動）をかけ合わせた「STEEL 人材」育成とは、科学的に問題解決を図る力を伸ばすという意味が込められてい

ます。 

岩手県立釜石高等学校 ＳＳＨ推進室 

令和８年２月１４日（土）発行 

～SSH 課題研究発表会 特別号〜 

かだい 特別号～ 

『SSH』とは？ 

 『SSH＝Super Science High school』の名の通り、「先進的な科学技術、理科・数学教育を通じて、

科学的思考力、判断力、表現力を培い、将来、国際的に活躍する科学技術人材の育成をしよう。」という事

業です。 

 釜石高校では、「学びあってるかぁ～い？」を合い言葉に、異学年・地域の方・卒業生などが合計１１の

ゼミの中で学び合い、探究活動を行うことによって、主体的（自分から進んで）、協働的（多様な他者とと

もに）、科学的に問題解決に挑む姿勢を身につけることを目標に、①協働的探究能力、②科学的探究能力、 

③国際的視野の 3 つを柱として SSH 事業を行っています。 



【地域ゼミ】〜祭の血がさわぐ〜『郷土芸能班』の活動紹介 

「郷土芸能団体の担い手不足」について探究している班は、積極的

に地域のイベントに参加して、外国人との交流による郷土芸能の魅力

発信や、各団体の紹介、体験会の企画などを行なっています。 

 年々進む地域の担い手不足について危機感を共有していたゼミ生

たちは、アンケートの結果から、郷土芸能団体に参加する最初のきっ

かけは、多くの場合、親や友達の影響が大きいことに気づき、別のア

プローチによる担い手の確保が必要であると考えました。 

 7 月にはアメリカや中国の高校生に「虎舞」を披露する機会があり、

同世代の外国人学生たちと交流しました。10 月には釜石 DMC とコ

ラボして、外国人観光客に向けて「虎舞体験会」を企画しました。ダ

イナミックな踊りに、外国人学生や観光客たちは大変驚いた様子でし

た。 

 また彼らは「ローカル」にも目を向けて活動していて、10 月に行

われた『三陸国際芸術祭』では、自分たちの活動を来場者に発表して、

三陸各地から来た団体と交流したほか、2 月に行われた『釜石郷土芸

能祭』では、出演団体のポスターを制作展示して、各団体の歴史や活

動内容などを宣伝しました。その他、地元の子どもたちにもっと虎舞

を知ってもらおうと、イオンタウン釜石において「虎舞体験会」を企

画中です。 

 

【教育・防災ゼミ】〜学ビンGo!〜子どもたちと学習ゲーム 

11 月 2 日、教育・防災ゼミの生徒が、地域イベント『たろんちの

駄菓子屋さん』に参加して、オリジナルの学習ゲーム「学ビン Go!（ま

なびんご）」を子どもたちに披露しました。 

生徒たちは「子どもたちの勉強の集中力」をテーマに探究活動をス

タートして、小学生へのアンケートから、算数が苦手な児童が多いこ

と、集中力が続かない児童が多いということに気づきました。 

そのため、「遊びと学びを組み合わせたら、もっと楽しく集中して勉

強できるのでは？」という仮説をもとに、今回オリジナルのゲームを

企画しました。手応えもありつつ、ゲーム進行の難しさなど課題も感

じたようでした。 

 

【地域ゼミ】「甲子柿」を活用したスイーツ開発 

地域のゼミで地域の特産物について調べていた班は、高校生から

「甲子柿をもっと地域に広めたい！」という思いが寄せられたことが

きっかけに、地元の農家＆レストラン（こすもすファーム）と協力し

て、スイーツの開発に取り組みました。 

12 月１３日、ゼミ生たちは「1 日店長」としてお店を任されて、

自分達が開発した『甲子柿ミルクプリン』を販売しました。製造した

50 個はすべて完売、アンケート結果も好評でした。 

  



『台湾研修』（12 月 9 日〜13 日） 

12 月 9 日から 13 日にかけて、台湾での研修を実施しました。1

日目〜3 日目は台湾大学において、自分達の研究テーマを発表し教授

や大学生からアドバイスを受けました。スライドの構成やデータの分

析方法について学び、研究内容や英語による発表方法をブラシュアッ

プすることができました。また最終日は「新竹サイエンスパーク」を

訪問して、工業技術研究院（ Industrial Technology Research 

Institute）や RORZE CORPORATION を見学しました。 

今回の台湾研修では、生徒たちは英語という共通言語を通じて、多

くの出会いと経験を得ることができました。挑戦を重ねる中で、自信

と成長を実感する姿が随所に見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『１日体験留学』（9 月 18 日） 

9 月 18 日に釜石高校で国際交流プログラム「１日体験留学」を実

施しました。今回のプログラムでは、アメリカ、イギリス、フランス、

中国、ペルー出身の方々を学校に招き、それぞれの国の文化や習慣に

ついてご紹介していただきました。 

１年生 35 名が参加しましたが、生徒たちは外国の文化に興味津々

で、「おすすめの観光地は？」など、積極的に質問している姿が印象的

でした。 

 

『ペンパルプロジェクトwithタイ』（12 月〜2 月） 

１２月から 2 月にかけて、タイ、ナコンサワン市の高校とメール交

換やオンライン交流を行いました。参加者は 1 年生で、多くの生徒に

とって初めての本格的な国際交流であり、最初は「何の話をしたらい

いの？」と不安な様子もありましたが、メール交換が進むにつれて、

好きなアニメの話で盛り上がったり、両国のお祭りや文化について学

び合う姿が見られました。 

2 月にはオンライン交流会を行い、メールした相手と実際に英語で

交流しました。うまく伝わらず苦労している生徒も見られましたが、

外国人と「生」の英語で交流することで、国際理解の第一歩になった

のではないかと思います。 

 

 



「科学者養成研修」（8 月 4 日〜6 日） 

8 月 4 日～8 月 6 日、2 学年理数科生徒を対象とした「科学者養

成研修」が開催されました。 

岩手県立大学の協力のもと、プログラミング実習を行い、ウイルス

の感染拡大を再現する「感染シミュレーション班」と、飛行制御に取

り組む「ドローン班」の 2 班で、それぞれ課題に取り組みました。 

また 2 日以降は、アイカムス・ラボの研究設備の見学し、演習・実

験を行いました。この研修を通して、現役のエンジニアと関わること

でき、生徒からは「科学がもっと好きになった」「将来の進路を考え

る良いきっかけになった」といった声がありました。 

 
 

 

 

 

 

 

釜石高校 SSH 

Facebook 

【今後の予定（2月）】 

2 月１４日  SSH課題研究発表会 

2 月２６日  台湾研修報告会 

2 月 27日  岩手大学地域連携フォーラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


